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町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
各
事
業

の
成
果
を
評
価
・
検
証
し
、
次
年
度
へ
の

改
善
に
つ
な
げ
る
政
策
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
年
度
の
半
期
を
終
え
た
９
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
事
中
評
価
を
行
い
、
次

年
度
予
算
編
成
に
改
善
策
を
反
映
す
る
仕

組
で
す
（
右
図
）。

　

平
成
23
年
度
か
ら
は
、
町
民
が
参
加
す

る
政
策
評
価
委
員
会
（
外
部
評
価
）
を
設

置
し
、
町
民
視
点
か
ら
の
評
価
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。
委
員
会
は
、
町
民

委
員
５
人
（
右
表
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
、

北
星
学
園
大
学
の
鈴
木
克
典
教
授
（
経
営

情
報
学
科
）
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
評

価
基
準
の
設
定
か
ら
、
事
業
選
定
、
事
前

平成 25 年度栗山町政策評価委員会報告
● REPORT

町町のの仕事仕事をを

町民視点町民視点でで評価評価
町の仕事を

町民視点で評価
選定６事業の外部評価結果を町長に報告

　町が実施する各種事業を町民視点で評価し、改善につなげることを目的と
する政策評価委員会（大沼英明委員長）が昨年 12 月 19 日、栗山町第５次
総合計画から選定した６事業の評価をまとめ、椿原紀昭町長に報告しました。
　町では、現在、平成 26年度の予算編成作業を行っており、委員会の評価
結果を踏まえた改善の取り組みなどについて検討しています。

学
習
を
経
て
、
担
当
課
に
対
す
る
事
業
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
説
明
・
質
疑
）
を
実
施
。
①

事
業
の
必
要
性
②
公
平
性
③
実
施
方
法
の

妥
当
性
（
実
施
内
容
、
事
業
コ
ス
ト
）
④

協
働
性
（
情
報
共
有
と
町
民
参
加
）
⑤
事

業
成
果
の
５
つ
の
視
点
に
よ
り
、
総
合
的

に
評
価
し
ま
し
た
。

　
行
政
評
価
制
度
の

　
行
政
評
価
制
度
の

　
客
観
性
を
高
め
る

　
客
観
性
を
高
め
る

●政策評価制度の流れ

③町民による外部評価　
（政策評価委員会）

※ 8 月より事業選定、事前学習などを実施
　10 回の委員会を開催して評価

④町長による評価（最終）

次年度に向けた改善
（次年度予算への反映）

9 月

10月

11月

12月

報告書を椿原町長に手わたす大沼委員長
ほか５人の委員の皆さん　（12月 19日）

委員長 大沼　　英明 松風２

副委員長 小林　　弘和 桜丘２
委　員 古瀬　　鈴子 朝日４
委　員 尾崎　　政春 桜丘１
委　員 廣瀬　　勝憲 中央２

●政策評価委員（※敬称略）

※北星学園大学・鈴木克典教授（経営情報学科）　
　をアドバイザーとし、助言を受けながら活動

①事業担当課による評価

②副町長による評価　　

◆問い合わせ
　町経営企画課地域政策グループ　☎ 73-7502
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評価対象事業 総合評価コメント（改善のポイントなど） 判　定

　①ふるさと体験教育事業
　　※自然体験プログラム開発、町内児童
　　　生徒の体験活動、町外からの集客活動
　　　などを NPO 法人雨煙別学校に委託
　　　　（H25 予算額　1,249 万円）

●「町内児童生徒の教育活動」と、「町外への PR・集客拡大」の
　それぞれの目標設定、官民の役割分担を明確化し、委託内容と
　事業費の精査が必要（町民への内容周知も）
●町内（町民）向け、町外向けのプログラム料金の差別化が必要
　（単価を含めた体験プログラムの再編・改定が必要）
●活動を補完する有償ボランティアの仕組みを検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　②栗山町児童センター運営
　　※放課後児童クラブ運営など、18 歳
　　　未満の子ども（主に小学生）を対象
　　　に、遊びや集団活動の機会を提供
　　　　（H25 予算額　340 万円）

●現状の施設運営で大きな問題はなく、十分評価できるが、日曜
　日・祝日の利用者ニーズの把握が必要
●子育て世代以外への周知に積極的に取り組み、施設運営に対す
　る高齢者の参画を推進すべき（日常的な遊びのサポート、知恵
　や経験の伝承など異世代交流の場に）。
●課題の民間委託については、各学校との連携を前提として、町
　内外問わず可能性の検討を進めるべき。

現状どおり
継続

　③在宅福祉生活支援事業
　　※介護保険では適用されない、除排雪
　　　サービス、寝具洗濯サービス、訪問
　　　介護などの独自サービスを提供
　　　　（H25 予算額　672 万円）

●除排雪サービスを除くと、実態としてサービス利用が少ない。
　高齢者（対象者）ニーズの的確な把握、評価検証を適切に行い、
　事業メニューの再検討を行うべき。
●除排雪サービスは、ボランティア活用や高齢者事業団　（シル
　バー人材活用）など、町民の支え合いの仕組みを検討すべき。
●事業の周知方法の工夫が必要

何らかの改善
を伴う継続

　④少年ジェット派遣事業
　　※町内に在住の中高生（８名程度）を
　　　約 10 日間、海外に派遣し、ホーム
　　　ステイ、現地学生との交流など、
　　　研修プログラムを実施
　　　　（H25 予算額　363 万円）

●海外文化や本物の価値にふれ、参加者の視野を広げることに意
　義があり、より多くの生徒が参加できる仕組みとすべき。
●事業の目的を再検証し、町民や民間人などを含めた実行委員会
　体制の中で、参加費設定、研修内容・期間など根本から事業の
　再検討をすべき。
●栗山町や日本の歴史文化学習など、事前・事後研修のプログラ
　ムは今後も充実が必要
●派遣団員による各学校での報告会も検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　⑤商店街振興対策事業
　　※にぎわいのある魅力的な商店街づく
　　　りの支援のため、「まちの駅・栗夢
　　　プラザ」事業の補助、各種イベント
　　　助成、冬期除排雪支援を実施
　　　　（H25 予算額　571 万円）

●イベント等の開催も重要だが、日常的な集客につながる取り組
　みを支援すべき。「まちの駅・栗夢プラザ」については、施設
　自体の収益性よりも、商店街全体への波及効果が重要。大型店
　にはできない独自サービスの展開などを支援すべき。
●除排雪支援の公益性について町民に周知すべき。
●農業団体などと連携した振興策を検討すべき。

何らかの改善
を伴う継続

　⑥栗の活用事業
　　※国内最北の栗の産地化を目指し、
　　　農業者との連携による生産体制の
　　　確立を進め、将来的な加工・流通
　　　・販売などを目指す取り組み
　　　　（H25 予算額　954 万円）

●６次産業化の全体構想は理解するが、生産性の調査研究段階、
　生産量拡大と商品開発段階など、取り組みのステップの明確
　化、事業計画の再構築が必要ではないか。
●現段階では、栗が経済性を有する作物として生産可能になるの
　か、調査研究に集中すべき。
●産業化に限らず、町民が親しみ、観光目的などで活用する栗の
　森または栗の公園づくりなどの取り組みも検討すべき。
●道内研究者・試験場などの協力・指導体制の充実が必要

何らかの改善
を伴う継続

●平成 25 年度　政策評価委員会・評価結果（６事業）

　

委
員
会
で
は
、
必
要
に
応
じ
て
事
前
学

習
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
評
価
対
象
事
業

の
内
容
・
現
状
把
握
に
精
力
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
月
２
～
３
回
の
ペ
ー
ス
で
全

10
回
の
議
論
を
重
ね
、
町
民
に
よ
る
行
政

改
善
を
目
指
す
提
案
型
の
評
価
結
果
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

大
沼
委
員
長
は
「
委
員
会
と
し
て
公
平

な
視
点
か
ら
評
価
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

行
政
と
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
（
改
善
）

に
向
け
た
判
断
材
料
と
し
て
受
け
止
め
て

欲
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
、
椿
原
町
長
は
、

「
選
定
さ
れ
た
事
業
は
、
ど
れ
も
町
と
し
て

課
題
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
率
直

に
評
価
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
予
算
編
成

の
中
で
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検
討

し
て
い
き
た
い
」
と
、
半
年
近
く
に
わ
た

る
委
員
会
の
活
動
に
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
町
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ

　
パ
イ
プ
役
に
…

　
パ
イ
プ
役
に
…



今
月
号
で
は
、
安
定
し
た
財
政

運
営
を
進
め
て
い
く
た
め
に
積
み

立
て
て
い
る
町
の
預
金
（
基
金
）

と
、
大
規
模
な
建
設
事
業
を
行
う

際
に
国
や
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
入

れ
て
い
る
借
金
（
町
債
）
の
状
況

に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
１
２
８
２
万

円
の
積
立
に
対
し
、
５
５
６
７
万

円
を
取
り
崩
し
、
支
出
に
充
て
ま

し
た
。
主
な
積
立
原
資
は
、
寄
付

金
収
入
や
積
立
利
息
に
よ
る
も
の

で
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
年
度
末

の
残
高
は
、
11
億
１
０
４
０
万

円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
し
、

４
２
８
５
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の
預
金

額
は
、
８
万
５
千
円
（
前
年

８
万
７
千
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
基
金
の
種
類
は
？

基
金
は
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目
的

か
ら
財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
、

特
定
目
的
基
金
の
区
分
に
分
類
さ

れ
、
決
算
に
伴
う
剰
余
金
の
一
部

や
町
へ
の
寄
付
金
、
積
立
利
息
な

ど
を
原
資
に
積
立
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
て
必
要
な
時

に
取
り
崩
し
て
使
用
し
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
は
、
予
期
し
な

い
収
入
の
減
少
や
支
出
の
増
加
の

際
に
取
り
崩
す
な
ど
、
収
支
不
足

が
生
じ
た
場
合
の
備
え
と
な
る
積

立
金
で
す
。

減
債
基
金
は
、
町
債
の
返
済
額

が
多
額
と
な
っ
た
際
に
取
り
崩
す

【問い合わせ】
　町経営企画課
　行政経営グループ
　☎� 7503

平
成
24
年
度
決
算
の
概
要
③
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ま
ち
の
預
金
と
借
金
の
状
況
は
？

基
金
の
状
況
は
？

区　　分
平成２３年度
末 残 高

平成２４年度

積立額 取り崩し額 年度末残高

① ② ③ ① + ②－③＝④

財 政 調 整 基 金 8 億 8,197 万円 809 万円 4,815 万円 8 億 4,191 万円

減 債 基 金 4 万円 － － 4 万円

特 定 目 的 基 金 2 億 7,124 万円 473 万円 752 万円 2 億 6,845 万円

合 計 11 億 5,325 万円 1,282 万円 5,567 万円 11 億 1,040 万円

【平成２４年末の基金残高】

30 億円

25 億円

20 億円

15 億円

10 億円

5億円

15年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

6.5

26.8

21.6

19.2

16.0

8.5
10.6

11.5 11.1

0.3

基金残高の推移
その他特定目的基金
減債基金
財政調整基金

7.3 8.2 7.7
5.4 4.6

6.8 7.5
8.8 8.4

14.9

5.4

5.3

9.0
11.5

10.3

4.8

6.2

2.72.73.13.2

4.2

4.1 3.9

2.2 3.6



◆
町
債
の
目
的
は
？

町
が
借
金
で
資
金
を
調
達
で
き

る
の
は
、道
路
整
備
や
公
共
施
設
、

公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
公
共
事

業
の
資
金
と
す
る
場
合
や
、
国
の

制
度
改
正
や
財
政
事
情
に
よ
っ

て
、
町
の
収
入
が
減
少
す
る
場
合

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
債
に
は
、「
毎
年
の
財
源
を

平
均
す
る
役
割
」
と
「
現
在
と
将

来
の
町
民
の
負
担
を
公
平
に
す
る

役
割
」
が
あ
り
ま
す
。

道
路
の
整
備
や
公
共
施
設
、
公

営
住
宅
の
建
設
な
ど
、
多
額
の
費

用
が
必
要
と
な
る
公
共
事
業
を
そ

の
年
の
収
入
だ
け
で
行
う
と
、
そ

の
ほ
か
の
事
業
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。

ま
た
、
整
備
し
た
道
路
、
公
共

施
設
な
ど
は
、
将
来
の
町
民
も
利

用
す
る
た
め
、
負
担
の
公
平
性
を

図
る
観
点
か
ら
、
町
債
を
活
用
し

て
、
分
割
払
い
で
返
済
を
行
っ
て

い
ま
す
。
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な
ど
、
返
済
を
計
画
的
に
行
う

た
め
の
備
え
と
な
る
積
立
金
で

す
。
本
町
で
は
平
成
22
年
度
ま
で

に
、
ほ
ぼ
全
額
を
返
済
に
充
て
て

お
り
、
新
規
積
立
（
利
息
積
立
を

除
く
）
は
、
他
の
基
金
を
優
先
に

積
み
立
て
て
い
る
た
め
、
現
在
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

特
定
目
的
基
金
は
、
福
祉
の
充

実
や
産
業
、
教
育
の
振
興
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
た
事
業

を
実
施
す
る
際
の
備
え
と
な
る
積

立
金
で
す
。
本
町
で
は
地
域
福
祉

基
金
、
農
業
教
育
振
興
基
金
、
文

化
振
興
基
金
な
ど
全
部
で
８
つ
の

基
金
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
元
金
と
し
て

19
億
９
３
２
４
万
円
を
返
済
し
、

新
た
に
10
億
８
６
５
６
万
円
を
借

り
入
れ
ま
し
た
。
新
規
借
入
の
主

な
内
容
は
、公
営
住
宅
整
備
事
業
・

栗
山
赤
十
字
病
院
医
療
機
器
購
入

事
業
・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入

事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
年
度
末
の
残
高
は
、

１
８
１
億
62
万
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
、
９
億
６
６
８
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
民
一
人
あ
た
り
の
借
金
残

高
は
、
１
３
９
万
円
（
前
年

１
４
４
万
８
千
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

町
債
の
状
況
は
？

300 億円

250 億円

200 億円

150 億円

100 億円

50 億円

15 年度 16 年度 17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度平成

256.8 251.6 247.9
233.8

222.4
210.9 201.9 197.3 190.1 181.0

0.1

町債残高の推移
企業会計
特別会計
一般会計

167.9 163.8 162.1
150.6 140.2

128.9 120.6 117.3 112.2 107.3

73.677.980.081.382.0
82.283.2

85.887.888.9

区　　　分
平 成 ２ ３ 年 度
末 元 金 残 高

平成２４年度

元金返済額 借入額 年度末元金残高

① ② ③ ①－② + ③＝④

一 般 会 計 112 億 1,781 万円 12 億 7,113 万円 7 億 8,576 万円 107 億 3,244 万円

特 別 会 計 － －　　 1,000 万円 1,000 万円

企 業 会 計 77 億 8,949 万円 7 億 2,211 万円 2 億 9,080 万円 73 億 5,818 万円

合 計 190 億     730 万円 19 億 9,324 万円 10 億 8,656 万円 181 億       62 万円

【平成２４年度末の町債残高】



申
告
申
告

税税税税
のの

申
告
申
告
は
お
早
め
に

は
お
早
め
に

２
月
２
月
1717
日
㈪
～
３
月

日
㈪
～
３
月
1717
日日
㈪㈪

6

所得税の確定申告、町道民税の申告の時期が近づいてきました。次のとおり申告

相談日を設けますので、必要書類などを用意のうえ、期日までに正しく忘れず申告

しましょう。( 還付の確定申告については、２月１７日㈪以前でも受付いたします )

また、国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に従っ

て金額などを入力するだけで、税額が自動計算され確定申告書を自宅で簡単に作成

することができます。作成した申告書は、税務署に郵送などにより提出することが

できますのでぜひご利用ください。

・
事
業
を
営
む
方
で
、
所
得
金
額

が
所
得
控
除
の
合
計
額
よ
り
も

多
い
方

・
給
与
所
得
者
で
、
給
与
所
得
や

退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計
が

20
万
円
を
超
え
る
方

・
給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受

け
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

た
給
与
の
収
入
額
と
給
与
所
得

や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
合
計

が
20
万
円
を
超
え
る
方

・
年
金
受
給
者
で
源
泉
徴
収
税

を
納
付
し
て
い
る
人
（
た
だ

し
、
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額

が
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、

か
つ
、
公
的
年
金
等
に
係
る
雑

所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
確

定
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

◆
町
道
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

・
所
得
税
の
申
告
を
必
要
と
し
な

い
方
で
給
与
・
事
業
・
不
動
産

な
ど
の
収
入
が
あ
る
方
（
給
与

の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
を

除
く
）

確
定
申
告
が
必
要
な
方

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
収
入
の
な
い
方
、
ま
た

は
少
な
い
方
で
も
国
民
健
康
保
険

税
の
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措

置
は
、
申
告
が
な
け
れ
ば
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◆
用
意
す
る
も
の

□
印
鑑
（
認
め
印
で
か
ま
い
ま
せ

ん
）

□
税
務
署
か
ら
申
告
書
を
送
付
さ

れ
た
方
は
必
ず
そ
の
申
告
書

□
収
入
の
分
か
る
書
類
（
給
与
・

年
金
の
あ
る
方
は
源
泉
徴
収

票
。
無
く
し
た
方
は
再
発
行
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
）

□
医
療
費
控
除
を
受
け
る
方
は
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
、
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

の
明
細
書
（
事
前
に
医
療
費
の

明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
用
紙
は
税
務
課
に
あ
り
ま

す
）

□
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
方

は
社
会
保
険
任
意
継
続
、
国
民

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
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申告相談日申告相談日 ◆ 毎年、たいへん混みあいます。
　 時間に余裕を持ってお越しください。

年
金
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
な
ど
の
領
収
書

ま
た
は
証
明
書
（
国
民
年
金
保

険
料
は
控
除
証
明
書
の
添
付
が

必
要
で
す
）

□
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料
な

ど
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は

控
除
証
明
書

□
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
ら
れ
る
方
は
登
記
事
項
証
明

書
、
住
民
票
の
写
し
、
売
買
契

約
書
ま
た
は
請
負
契
約
書
、
住

宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

□
障
が
い
者
控
除
を
受
け
る
方
は

障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

な
ど
の
確
認
が
で
き
る
も
の
。

※
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要

支
援
は
除
く
）
を
受
け
て
い
る

65
歳
以
上
の
方
は
、
障
が
い
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い

場
合
で
も
、「
障
が
い
者
控
除

対
象
者
認
定
書
」
の
交
付
に
よ

り
、
障
が
い
者
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
事
前
に
「
町
住
民

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
グ
ル
ー

プ
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

□
税
金
が
還
付
に
な
る
方
は
本
人

名
義
の
銀
行
な
ど
の
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の

□
そ
の
他
の
控
除
な
ど
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
告
内
容
は
個
人
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
申
告
の
仕
方
や
書
類

な
ど
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
岩
見
沢
税
務
署

☎ 

０
１
２
６
（
22
）
０
８
１
０

■
町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
７
５
０
５

申
告
期
間
中
、
相
談
窓
口
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に

余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。
特
に
３
月
４
日
～
５
日
は
出

張
申
告
の
た
め
役
場
税
務
課
窓
口

の
職
員
が
少
な
く
非
常
に
混
雑
し

ま
す
。
で
き
る
だ
け
別
の
日
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
譲

渡
所
得
の
あ
る
方
は
、
岩
見
沢
税

務
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税
に
関
す
る
相
談
・

お
問
い
合
わ
せ

期　　　日 時　　　間 会　　　場

２月２３日㈰
　８：３０～１２：００

役場 1 階税務課

　　⑧番窓口　　☎ � 7505３月　９日㈰

期　　　日 時　　　間 会　　　場
２月１７日㈪～

3 月 17 日㈪の平日
　８：３０～１２：００
１３：００～１７：１５

役場 1 階税務課
　　⑧番窓口　　☎ � 7505

３月　４日㈫ 　９：００～１２：００
１３：００～１６：００ 南部公民館　☎� 2111

３月　５日㈬ 　９：００～１２：００
１３：００～１６：００

角田農村環境改善センター
　　　　☎� 6040

●休日申告相談

●平日申告相談

確定申告確定申告　2　2月 17 日から月 17日から



本
年
度
、
一
般
社
団
法
人
栗

山
青
年
会
議
所
は
創
立
45
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

創
立
45
周
年
実
行
委
員
長
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
中
井
浩
輝
で

す
。栗

山
青
年
会
議
所
は

１
９
６
９
年
に
創
立
以
来
、
明

る
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
て
今
日
ま
で
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
こ
れ
ま
で
の
礎
を
築
い

て
こ
ら
れ
た
先
輩
諸
兄
を
は
じ

め
多
く
の
関
係
諸
団
体
、
そ
し

て
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
・

ご
支
援
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
先
輩
諸
兄
が

築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
や
伝
統

を
再
確
認
し
、
次
代
へ
と
継
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
・
核
家
族
化

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題

を
抱
え
将
来
へ
の
輝
き
を
見
出

し
に
く
い
今
こ
そ
、
未
来
に
向

け
て
こ
の
地
域
が
よ
り
豊
か
に

な
る
よ
う
、
我
々
責
任
世
代
が

英
知
と
勇
気
と
情
熱
を
持
っ
て

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

45
周
年
事
業
を
通
し
て
、
偉

大
な
先
人
の
功
績
と
想
い
を
土

台
に
今
を
生
き
る
者
で
あ
る
事

を
誇
り
に
想
い
、
未
来
に
対
す

る
可
能
性
を
見
い
だ
し
率
先
し

て
行
動
す
る
こ
と
で
、
故
郷
に

対
す
る
帰
属
意
識
を
醸
成
し
、

主
体
的
な
人
々
が
増
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
価
値
を
更

に
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。記

念
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
ま
し

て
、
８
月
23
日
㈯
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
一
同
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
明
る
い
豊
か

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
邁
進

し
て
参
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
何
卒
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

��

こ
ん
に
ち
は
！

栗
山
青
年
会
議
所
は
今
年
で
創
立
45
周
年

 

特
殊
詐
欺
に
注
意
！

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐
欺

は
、
被
害
者
の
弱
み
や
情
愛
な
ど
に
付
け
込

ん
で
被
害
者
を
だ
ま
し
、
現
金
を
振
り
込
ま

せ
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
不
審
な
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
り
、
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル

が
送
ら
れ
て
き
た
ら
、
家
族
や
警
察
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

※
道
内
の
平
成
25
年
の
発
生
件
数
（
平
成
25

年
11
月
末
現
在
）
は
１
２
４
件
、
被
害
額

は
約
２
億
円
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

○
「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
と
い
う
電
話

に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
変
更
前
の

電
話
番
号
に
電
話
を
か
け
て
確
認
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

○
在
宅
し
て
い
る
時
で
あ
っ
て
も
、
犯
人
か

ら
の
電
話
を
遮
断
す
る
た
め
に
「
留
守
番

電
話
」
に
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

○
オ
レ
オ
レ
詐
欺
は
、
主
婦
や
高
齢
者
の
子

ど
も
や
孫
へ
の
親
愛
の
情
を
逆
手
に
取
る

犯
罪
で
す
。
家
族
間
で
相
互
に
連
絡
を
取

り
合
い
、「
家
族
の
絆
」
で
被
害
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

○
動
揺
し
た
り
慌
て
ず
に
、
電
話
を
切
っ
た

あ
と
、す
ぐ
に
事
実
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
を
受
け
た
と
き
、「
詐
欺
か
も
し
れ

な
い
」
と
疑
い
ま
し
ょ
う
。

○
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
ず
、
家
族
や
親

せ
き
、ま
た
は
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
番
号
、
口
座
番
号
、
現
金
の
送
り
先

な
ど
を
聞
き
出
す
。

※
電
話
機
に
録
音
機
能
が
あ
れ
ば
、
犯
人
と

の
会
話
を
録
音
す
る
。

○
す
ぐ
に
栗
山
警
察
署

☎
�
０
１
１
０　

に
電
話
す
る

安
全
・
安
心
な
町
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境
【
問
い
合
わ
せ
】　

町
環
境
生
活
課　

環
境
生
活
グ
ル
ー
プ
☎
�
7
5
1
0

★
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
策

★
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合

★
警
察
へ
の
協
力

8



新
春
恒
例
の
栗
山
消
防
団
第
１
分
団
（
田

鎖
充
雄
分
団
長
）
に
よ
る
「
出
初
は
し
ご
の

り
」
が
１
月
6
日
、
駅
前
通
り
商
店
街
な
ど

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
一
年
の
無
火
災
を

祈
願
し
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
さ

約
7
メ
ー
ト
ル
の
は
し
ご
の
上
で
登と

て
い梯
員
が

掛
け
声
と
と
も
に
妙
技
を
次
々
と
披
露
し
ま

し
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
行
わ
れ
た
出
初
式
で
は
、

第
1
分
団
か
ら
第
3
分
団
の
団
員
94
人
と
救

急
車
、
は
し
ご
車
な
ど
13
輌
の
消
防
車
が
、

駅
前
通
り
を
力
強
く
行
進
し
ま
し
た
。
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
防
災
に
貢
献
さ

れ
た
皆
さ
ん
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。  

消
防
庁
長
官
表
彰

■
感
謝
状

元
栗
山
消
防
団
部
長　
　

小
野
寺　

均

元
栗
山
消
防
団
班
長　
　

村
岡　

博
明

北
海
道
知
事
表
彰　

■
永
年
勤
労
章
（
勤
続
30
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長　
　

金
谷　

雅
人

第
３
分
団
部
長　
　
　
　

清
水　

嘉
則

■
勤
労
章
（
勤
続
20
年
）

第
１
分
団
班
長　
　
　
　

渋
谷　

俊
昭

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

都
築　

輝
昭

■
表
彰
状
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　
　

中
井　

浩
輝

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

藤
島　

利
充

第
２
分
団
団
員　
　
　
　

中
川　

和
政

第
３
分
団
団
員　
　
　
　

岡
村　

伸
明

第
３
分
団
団
員　
　
　
　

河
野　

友
秋

北
海
道
消
防
協
会
長
表
彰

■
特
別
功
績
章

栗
山
消
防
団
団
長　
　
　

関　

吉
一
郎

■
勤
続
章
（
勤
続
30
年
）

第
１
分
団
副
分
団
長　
　

金
谷　

雅
人

第
３
分
団
副
分
団
長　

国
岡　

正
好

第
３
分
団
班
長　
　
　

丸
山　
　

勝

■
勤
続
章
（
勤
続
10
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　

梅
津　

良
平

第
１
分
団
団
員　
　
　

沼
田　

政
則

第
１
分
団
団
員　
　
　

越
前
谷
孝
行

第
３
分
団
団
員　
　
　

岡
村　

伸
明

第
３
分
団
団
員　
　
　

河
野　

友
秋

北
海
道
消
防
協
会
空
知
地
方
支
部
長
表
彰

■
勤
続
章
（
勤
続
15
年
）

第
２
分
団
班
長　
　
　

瀬
尾　

正
樹

第
３
分
団
班
長　
　
　

谷
内　

智
隆

第
１
分
団
団
員　
　
　

仲
井　

浩
祐

第
３
分
団
団
員　
　
　

墨
谷　
　

巌

第
３
分
団
団
員　
　
　

片
山　
　

肇

■
勤
続
章
（
勤
続
5
年
）

第
１
分
団
団
員　
　
　

端　
　

師
孝

第
１
分
団
団
員　
　
　

北
川　

健
太

第
１
分
団
団
員　
　
　

対
馬　

啓
司

第
３
分
団
団
員　
　
　

小
倉　

大
樹

栗
山
消
防
団

栗
山
消
防
団

出
初
式

出
初
式
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健
診
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
病
院
で
は
「
大
丈
夫
」
で
も
、健
診
で
「
数

値
が
高
め
」
と
指
摘
さ
れ
る
の
は
な
ぜ
？

特
定
健
診
は
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
予

防
を
目
的
と
し
て
い
る
た
め
、
病
院
よ
り
も

基
準
値
が
厳
し
く
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

病
院
で
の
検
査
結
果
が
正
常
範
囲
内
で

も
、
加
齢
や
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
年
々

じ
わ
じ
わ
と
数
値
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
経
年
変
化
を
自
己
確
認
す
る
た

め
に
も
、
通
院
中
の
方
で
も
特
定
健
診
の
受

診
が
必
要
で
す
。

●
栗
山
町
の
特
定
健
診
の
受
診
状
況

平
成
24
年
度
の
受
診
率
は
23
・
7
％
（
全

道
平
均
24
％
）
で
し
た
。

今
年
度
の
受
診
率
（
12
月
末
時
点
）
は
、

前
年
度
の
同
時
期
と
比
べ
て
低
く
、
市
街
地

だ
け
で
は
な
く
農
村
部
の
低
下
も
目
立
ち
ま

す
。
3
月
31
日
ま
で
に
必
ず
受
診
す
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
の
通
り
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
期
　
日
　
2
月
26
日
㈬

■
場
　
所　

①
御
園
公
民
館　

午
前
10
時
～
11
時

②
栗
山
町
役
場　

午
後
１
時
～
４
時

■
対
　
象

　

16
歳
～
69
歳
の
健
康
な
方

※
65
歳
以
上
の
献
血
に
つ
い
て
は
、
60
歳
～

64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る
方

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

病
院
に
通
っ
て
い
て
も

特
定
健
診
は
必
要
で
す

特
定
健
診
を
受
け
な
い
理
由
の
一
つ
に
、

「
病
院
に
通
っ
て
い
る
の
で
健
診
は
受
け
な

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
よ
く
伺
い
ま
す
。
な

ぜ
、
通
院
中
の
方
に
も
特
定
健
診
を
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
の
か
、
そ
の
目
的
を
お
伝
え

し
ま
す
。

●
病
院
の
検
査
と
特
定
健
診
の
違
い
は
？

病
院
と
特
定
健
診
の
検
査
内
容
に
は
重
複

し
て
い
る
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

目
的
が
違
い
ま
す
。

○
病
院
で
の
検
査
目
的

　

病
気
の
診
断
や
治
療
効
果
の
確
認

○
特
定
健
診
の
目
的

　

治
療
中
以
外
の
病
気
の
予
防

治
療
中
の
病
気
の
管
理
は
主
治
医
に
委

ね
、
そ
の
他
の
病
気
の
予
防
・
か
ら
だ
全
体

の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
年
に
１
回
の
特
定

Health     H
ealth     Health     Health     H

ealth     H
ealth    H

ealth     H
ealth     Health     Health     Health     H

eal
th 

    
H

ea
lth

    
 H

ea
lth

    
 H

ea
lth

元気が元気が
一番一番！！！！

【問い合わせ】　
　町地域医療・保健対策室
　☎ 73-2256
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地区名 対象者 受診者 平成 25 年度
受 診 率

平成 24 年度
受 診 率

増
減

松 風 417 46 11.0% 11.8% ↘
中 央 426 34 8.0% 7.4% ↗

錦 72 11 15.3% 17.1% ↘
桜 丘 136 13 9.6% 11.6% ↘
朝 日 274 36 13.1% 14.5% ↘
富 士 134 19 14.2% 16.2% ↘
中 里 178 25 14.0% 12.3% ↗
湯 地 114 14 12.3% 13.6% ↘

森 1 0 0.0% 33.3% ↘
鳩 山 33 5 15.2% 13.5% ↗
雨煙別 33 6 18.2% 16.1% ↗
緑 丘 28 3 10.7% 7.1% ↗
北学田 58 22 37.9% 34.5% ↗
桜 山 42 7 16.7% 27.5% ↘
杵 臼 80 23 28.8% 31.0% ↘
旭 台 56 21 37.5% 39.7% ↘
共 和 37 12 32.4% 44.7% ↘
三日月 29 4 13.8% 13.8% →
角 田 157 18 11.5% 11.6% ↘
阿野呂 42 21 50.0% 48.8% ↗
大井分 49 6 12.2% 54.0% ↘
南学田 86 21 24.4% 37.3% ↘
継 立 161 28 17.4% 18.0% ↘
日 出 36 5 13.9% 20.0% ↘
御 園 66 23 34.8% 36.8% ↘
南角田 36 11 30.6% 51.4% ↘
円 山 38 6 15.8% 10.3% ↗
東 山 8 2 25.0% 22.2% ↗
滝 下 11 4 36.4% 45.5% ↘
合 計 2,838 446 15.7% 17.8% ↘

表 2　平成 25 年度　地区別特定健診受診状況
（平成 25 年 12 月末現在）

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度
受診率 順位 受診率 順位 受診率 順位

栗山町 21.7% 132 位 20.3% 141 位 23.7% 137 位
長沼町 61.3% 7 位 56.0% 11 位 58.3% 11 位
南幌町 34.0% 63 位 36.2% 56 位 33.4% 76 位
由仁町 52.7% 16 位 52.2% 16 位 51.0% 24 位
北海道 22.6% ー 23.5% ー 24.0% ー

表 1　南空知 4 町の特定健診受診状況
※北海道国保連集計資料より。順位は全道 179 市町村の順位

献
血
に
ご
協
力
を
！

接種忘れはありませんか？

日曜日に予防接種が受けられます！
【日時】3 月 2 日㈰　9：00 ～ 12：00
【場所】にしみこどもクリニック
【申込期限】2 月 28 日㈮ 13：00 まで
【申込先・問い合わせ】

町地域医療・保健対策室　☎ 73-2256

～３月１日から 3 月７日は子ども予防接種週間です～



生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
目
の
大
き
さ

は
直
径
で
約
16
・
５
㍉
で
す
が
、
1
歳
半
く

ら
い
ま
で
に
急
激
に
大
き
く
な
り
、
直
径
20

㍉
（
1
円
玉
く
ら
い
の
大
き
さ
）
に
な
り
ま

す
。
そ
の
後
は
ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
な
り
、

成
人
で
は
24
・
５
㍉
（
10
円
玉
く
ら
い
の
大

き
さ
）
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
問
題
で
す
。
目
の
球
が
大

き
い
の
と
小
さ
い
の
で
は
ど
ち
ら
が
近
視
や

遠
視
に
な
り
や
す
い
で
し
ょ
う
か
？

正
解
は
、
目
が
大
き
い
ほ
ど
近
視
に
、
小

さ
い
ほ
ど
遠
視
に
な
り
ま
す
。

眼
球
の
中
に
は
目
の
屈
折
に
関
す
る
部
位

が
い
ろ
い
ろ
と
あ
り
、
一
概
に
は
言
え
な
い

で
す
が
、
眼
球
が
大
き
く
な
る
と
そ
の
分
、

水
晶
体
（
レ
ン
ズ
）
や
角
膜
が
薄
く
な
い
と

ピ
ン
ト
が
網
膜
に
あ
い
ま
せ
ん
。
眼
球
は
生

ま
れ
て
か
ら
体
の
成
長
に
し
た
が
い
大
き
く

な
り
ま
す
。
成
長
期
に
眼
球
が
普
通
よ
り
も

大
き
く
な
り
す
ぎ
る
と
近
視
が
進
む
と
考
え

て
く
だ
さ
い
。

★
ど
う
し
て
近
視
が
発
生
す
る
の
か
？

近
視
が
発
生
す
る
原
因
は
、
遺
伝
要
因
と

環
境
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
両
親
が
近

視
の
場
合
は
、
両
親
が
近
視
で
な
い
場
合
と

比
べ
る
と
8
倍
も
近
視
に
な
り
や
す
く
、
我

が
家
の
よ
う
に
片
方
の
親
が
近
視
の
場
合
は

2
倍
近
視
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
世
界
の
人
口
の
約
22
％
、　

約
14
・

４
億
人
が
近
視
を
持
っ
て
い
て
、
特
に
日
本

人
を
含
め
た
ア
ジ
ア
人
に
近
視
の
割
合
が
多

く
、
近
く
を
見
る
作
業
時
間
が
長
い
ほ
ど
近

視
が
進
行
し
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
作
業
時
間

が
長
い
ほ
ど
近
視
の
進
行
を
抑
制
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

遺
伝
的
に
ま
っ
た
く
同
じ
素
因
を
持
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
一
卵
性
双
生
児
の

調
査
で
は
、
２
人
に
近
視
の
差
が
あ
り
、
環

境
因
子
の
関
与
も
大
き
い
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
遺
伝
的
な
素
因
を
持
っ
た
人
が
、

パ
ソ
コ
ン
作
業
や
読
書
、
携
帯
ゲ
ー
ム
な
ど

の
近
く
を
見
る
作

業
を
す
る
こ
と
で

近
視
を
増
加
さ
せ

て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ど
れ

く
ら
い
増
加
し
て

い
る
か
と
い
い
ま

す
と
日
本
で
は
僕

が
ぎ
り
ぎ
り
小
学
生
の
こ
ろ
（
昭
和
54
年
）

小
学
生
で
視
力
1.0
未
満
の
子
ど
も
は
17
・

91
％
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
平
成
24
年
の
調

査
で
は
30
・
68
％
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
か
な
り
増
加
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い

と
思
い
ま
す
が
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？近

視
の
発
生
は
、
別
の
視
点
で
見
て
み
る

と
環
境
へ
の
人
間
の
適
応
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ア
フ
リ
カ
の
草
原
で
遠
く
に
い
る
獲
物

を
と
る
た
め
に
遠
く
を
み
た
り
、
遠
く
に
い

る
猛
獣
か
ら
逃
げ
る
た
め
に
視
力
は
と
て
も

重
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
文

明
が
発
達
し
、
文
字
を
書
く
な
ど
近
く
が
よ

く
見
え
た
ほ
う
が

便
利
な
世
の
中
に

な
り
ま
し
た
。
実

際
、
ア
フ
リ
カ
の

同
じ
国
の
人
で
、

草
原
に
住
ん
で
い

る
人
と
都
市
部
に

住
ん
で
い
る
人
で

は
近
視
の
割
合
が
都
市
部
の
人
の
ほ
う
が
多

い
の
で
す
。

★
近
視
は
目
の
病
気
の
発
生
リ
ス
ク
が
あ
る

老
視
が
出
て
き
て
、
近
く
が
見
え
な
く
な

る
よ
り
は
近
く
が
見
え
た
ほ
う
が
い
い
と
い

う
方
も
い
ま
す
。
確
か
に
軽
度
の
近
視
で
は

あ
ま
り
大
き
な
問
題
は
な
い
で
す
が
、
近
視

が
強
い
と
網
膜
剥
離
や
、
緑
内
障
、
黄
斑
変

性
症
な
ど
の
発
生
の
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。

近
視
が
と
て
も
強
い
場
合
に
は
眼
底
の
神
経

の
色
調
が
悪
く
な
り
、
神
経
が
萎
縮
し
病
的

近
視
と
言
わ
れ
ま
す
。
近
視
で
眼
球
が
大
き

く
な
る
と
、
そ
の
内
側
に
あ
る
神
経
（
網

膜
）
が
薄
く
な
り
、
そ
こ
に
栄
養
が
い
か
な

く
な
っ
た
り
、
血
行
が
悪
く
な
る
と
網
膜
は

だ
ん
だ
ん
薄
く
な
り
、
真
っ
白
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
う
な
っ
た
ら
網
膜
は
も
と
に
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

★
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
近
視
の
す
べ
て

さ
て
、
環
境
要
因
、
遺
伝
要
因
の
話
を
し

ま
し
た
が
、
で
は
、
な
ぜ
近
視
に
な
る
と
眼

球
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
の
か
？

実
は
そ
の
真
相
は
ま
だ
よ
く
わ
か
っ
て
い

な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
近
視
の
進
行
を
抑

え
る
根
本
的
な
治
療
方
法
は
ま
だ
な
い
の
が

現
状
で
す
。

で
す
が
、
動
物
実
験
な
ど
を
通
し
て
わ

か
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
な
る
べ
く

近
視
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
、
知
識

を
皆
さ
ん
に
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
2
歳
ま
で
の
睡
眠
時
の
照
明

の
明
る
さ
で
そ
の
後
の
近
視
に
影
響
す
る
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
時
の
明
か
り

が
明
る
い
ほ
ど
近
視
の
割
合
が
多
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
我
が
家
で
は　

睡
眠
時
に

小
さ
な
豆
電
球
を
つ
け
て
寝
て
お
り
ま
す
。

真
っ
暗
だ
と　

怖
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
す

が
近
視
に
影
響
す
る
の
で
す
。

次
回
は
、
視
力
が
低
下
し
た
と
思
い
、
眼

科
を
受
診
せ
ず
、
安
易
に
メ
ガ
ネ
を
作
る
危

険
性
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

近
視
に
つ
い
て

健康のコラム
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町住民福祉課
福祉・子育てグループ

☎73- 2222

　

子
ど
も
は
３
歳
く
ら
い
に
な
る
と
覚
え

た
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
子

ど
も
が
話
す
発
音
を
気
に
さ
れ
て
い
る
方

も
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
保
護
者
の
方

か
ら
は
「
話
が
長
く
な
る
と
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
」、「
ウ
サ
ギ

が
ウ
タ
ギ
に
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど
と

い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

サ
行
な
ど
は
年
長
に
な
っ
た
こ
ろ
に
上
手

会
話
を
楽
し
む
こ
と
で
相
手
の
話
に
耳
を

傾
け
、
聞
く
力
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
う
ま
く
発
音
が
で
き

な
く
て
も
、
周
囲
の
大
人
が
話
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
が
子
ど
も
の
安
心
に
つ
な
が
り

ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
あ
げ

こ
と
も
聞
く
力
を
育
て
る
こ
と
に
つ
な
が

り
効
果
的
で
す
。

●
吹
く
・
吸
う
・
か
む
・
飲
む

　

話
を
す
る
時
に
使
う
体
の
器
官
は
食
事

を
す
る
と
き
に
使
う
の
と
同
じ
で
す
。
で

す
か
ら
、
食
べ
る
機
能
が
十
分
に
発
達
し

て
い
な
い
と
話
を
す
る
こ
と
も
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
が

大
切
な
た
め
、
お
や
つ
の
と
き
な
ど
に
リ

ン
ゴ
や
せ
ん
べ
え
な
ど
少
し
硬
い
物
を
あ

げ
る
の
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
吹
く
こ
と
、
ス
ト
ロ
ー
で
飲
み
物

を
飲
む
こ
と
、
う
が
い
や
歯
磨
き
な
ど
も

訓
練
に
な
り
ま
す
。

●
気
に
な
っ
た
時
は
相
談
を

　

５
歳
こ
ろ
に
な
っ
て
も
発
音
に
あ
ま
り

変
化
が
な
い
場
合
や
、
子
ど
も
自
身
が
自

分
の
発
音
の
誤
り
を
気
に
し
て
い
る
場
合

に
な
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
音
で
す
。

　

発
音
の
発
達
に
は
個
人
差
が
あ
る
た

め
、
３
歳
く
ら
い
の
年
齢
で
は
問
題
が
あ

る
と
言
え
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

  
発
音
の
促う

な
が

し
方

●
発
音
の
矯
正
を
し
な
い

　

子
ど
も
の
発
音
を
せ
っ
か
ち
に
な
お
そ

う
と
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
聞
き
分
け
る

力
が
育
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
ウ
サ
ギ
で

し
ょ
。
言
っ
て
ご
ら
ん
」
な
ど
と
正
し
く

発
音
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
う
ま
く
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
時
期
に
発
音
の
指
摘
を
し
す

ぎ
て
し
ま
う
と
、
話
す
こ
と
に
自
信
を
な

く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
あ
た
た
か
く
、
気
持
ち
よ
く

　

発
音
を
育
て
る
う
え
で
一
番
大
切
な
こ

と
は
、子
ど
も
が
『
話
す
こ
と
が
楽
し
い
』

と
感
じ
る
こ
と
で
す
。
話
を
す
る
こ
と
が

何
よ
り
も
発
音
の
練
習
に
な
り
ま
す
し
、

に
は
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
も
ひ
と
つ

で
す
。
子
ど
も
の
年
齢
が
こ
の
く
ら
い
に

な
る
と
発
音
の
練
習
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
相
談
機
関
は
「
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
就
学
前
）」、「
栗
山
小
学

校
内
こ
と
ば
の
教
室
（
就
学
後
）」
が
あ

り
ま
す
。

　

発
音
の
練
習
は
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

な
が
ら
行
え
る
よ
う
に
ゲ
ー
ム
や
遊
び
を

通
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

言
語
聴
覚
士　
　

高
橋　

真
弓

・中耳炎などで聞こえが悪いため音
がきちんと耳に入らない

・発音の細かな音の違いを聞き分け
る力がまだ十分についていない。

・食べ物を噛むことが苦手で口腔機
能が弱い。

町
子
ど
も
発
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
�
２
２
６
０

栗
山
小
学
校
内
こ
と
ば
の
教
室

☎
�
５
１
０
８

就学前就学後

相談機関

発
音
を
育
て
る
た
め
に

子ども発達サポートセンターは毎
週木曜日に一般開放しています。
時間 9：00 ～ 12：00
対象 就学前の乳幼児と保護者
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すみれサークル和紙絵展
期間／ 2月1 日㈯～ 23 日㈰
和紙の繊細な色を使った作品ぜひご
覧ください

くりやま
ウインターフェスティバル
ちびっこ広場
期間／ 2月1 日㈯　11：00 ～ 14：00
場所／商店街イベント広場
宝探しゲーム、クリレンジャーショー

（撮影会）、もちつき大会、雪上ジャ
ンボかるた大会　

春待ちゆっくり市
３月中旬に開催予定です！

大好評！手打ちそば
日時／ 2 月 7日㈮・14日㈮・21日㈮
　　　28日㈮
　　　 11：30 ～ 12：30

  街かど介護相談
日時／第２・4金曜日　11：00 ～13：00

【ホール・会議室ご利用のご案内】　
サークルや団体の催し、商品の展示会
などご利用をお待ちしております。
まずはお気軽にご相談ください！！ 

【問い合わせ】 まちの駅「栗夢プラザ」
☎ 73-5515・℻ 73-5535
ホームページ
http://www.kurimu-plaza.com/
開館時間　　10：00 ～ 17：00

ま ち の ひ ろ ば

2 月 の イ ベ ン ト

こんにちは！

消費生活消費生活
相談室相談室  

です

ご相談は南空知消費生活相談室へ

【問い合わせ】栗山消費者協会　☎ 72-3581

2014 栗山公園だより２月号　vol.71vol.71

『無料の試供品だと思っていたのに、後日、代金を請求
された』という相談が寄せられています。

■国民生活センター相談事例
「健康食品の試供品をお試しになりませんか」と電話を受け、『試
供品』なら無料だと思い承諾した。後日、10 日分のサプリメン
トが送られてきて全部を飲み終えるころに 500 円ほどの請求書が
届いた。有料なら申し込まなかったので代金を支払いたくない。

毎週
月・木曜日

勤労者福祉センター
13：00 ～ 16：00

毎月
第2・4 水曜日

いきいき交流プラザ「サンタの笑顔」
13：00 ～ 15：00

有料とは説明せずに、「試供品」「お試し」「サンプル」などと、
無料のように思い込ませるケースがあります。安易に支払い
をせず南空知消費生活相談室にご相談ください。また、無料
であったとしても、商品購入の勧誘が続くこともありますの
で、本当に必要なのかをよく考えて判断することが大切です。

■消費者へのアドバイス

今回は、なかよし動物園でもおなじみのニホンザルに関するまめ知識
をご紹介します♪

なかよし動物園 動物まめ知識なかよし動物園 動物まめ知識

●ニホンザルのしっぽはなぜ短いの？
ほとんどの種類のサルのしっぽは長く、木登りをする
ときなどにバランスをとる重要な役目があります。し
かし冬という季節がある日本に住むニホンザルだけは、
寒いときに細い部分が冷たくなるのを防ぐためしっぽ
が短くなったといわれています。

●ニホンザルのおしりの色は季節によって変化する！
ニホンザルの特徴は顔とおしりが赤いこと。季節によって同じ猿でも
赤さが違います。ニホンザルは秋から冬が結婚式シーズン、秋が近づ
くと真っ赤っかになり、「私は今結婚の準備ができていますよ」とい
う合図をするのです。

栗山公園にも３頭のニホンザルがいます！季節で変化する顔やおしり
の色もぜひ観察してみてくださいね♪ 全然違うのでおもしろいです
よ！

ニホンザルニホンザルののからだからだのの秘密秘密

有料の
試供品にご注意を！
タダだと思っていたのに・・

第３弾第３弾
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栗山の郷土芸能「角田獅子舞保存会」による「かが
り火舞」が、元日の午前 0 時すぎに角田神社で行われ
ました。かがり火が灯された境内で、トンチキ、トン
チキ、トンチキチンと鐘や太鼓を打ち鳴らし、五穀豊
穣、家内安全を願う 2 頭の獅子の力強い舞いが披露さ
れ、訪れた初詣客から大きな拍手がおくられていまし
た。角田獅子舞は一度、休止状態となりましたが、平
成４年に見事復活し、今年で 23 回目のかがり火舞と
なりました。

五穀豊穣、家内安全を願って
角田獅子舞かがり火舞

交通事故の無い１年を願い
交通安全祈願式

交通安全祈願式が 1 月 10 日、栗山天満宮で行われ
ました。栗山交通安全協会や、交通安全ゆりの会など
約 40 人の関係者が参加し、今年 1 年の無事故を祈願
しました。椿原紀昭町長は「交通事故数は減少傾向で
すが、依然として悲惨な交通事故により尊い命が奪わ
れています。交通事故死撲滅に向け、先頭に立ち取り
組んでいきます」と決意を述べました。祈願式終了後、
市街地交差点などで交通安全指導員による年初め街頭
指導が行われました。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

栗山中学校が全道３位
ソフトテニス女子団体チーム

昨年 12 月に三笠市で開催された北海道中学生団体
対抗ソフトテニス大会で、栗山中学校女子団体チーム
が見事 3 位に入賞し 1 月 15 日、選手 8 人が鈴木紀元
教育長へ報告に訪れました。同大会は、全道各地区の
予選を勝ち抜いてきた強豪 15 チームが参加。その中
で、栗山中学校は見事 3 位に入賞しました。キャプテ
ンの西田佳耶乃さんは「家族や応援してくれた地域の
方たちに感謝したいです。夏には全道大会で優勝を目
指します」と決意を述べました。

栗山監督とカウントダウン
恒例の合格祈願祭も開催

大晦日の深夜、栗山天満宮には多くの初詣客が詰め
かけ、一年間の無病息災を願いました。恒例となって
いる栗山英樹さんによるカウントダウンでは、大勢の
報道機関が見守る中、新年の幕あけの合図とともに太
鼓を打ち鳴らしました。学問の神様である菅原道真公
が祀られている栗山天満宮では、栗っ子受験生の必勝
を祈る「合格祈願祭」も開催され、受験生は厳かな礼
式にしたがい合格を祈願しました。

16



栗山町の音楽愛好家たちが組織した「OTO － MAU く
りやま（松本貴子代表）」主催の「北海道極寒ソロライ
ブツアー栗山 2014」が、25 日酒の郷なつかしホール（で
開催されました。人気ドラマー菅沼孝三のソロライブの
ほか、YOSAKOI チーム「くりやま OH!! 夢乱咲」との
コラボなど、さまざまな演出も披露され約 130 人の入場
者を魅了しました。松本代表は「会の名称でもある【OTO

（音が）MAU（舞う）くりやま】のとおり、音楽をとお
してくりやまを元気にしたい」と話していました。

栗山町 検索

除雪ボランティアに汗を流す
栗山高校野球部が高齢者住宅の除雪作業

栗山高校野球部の部員が 1 月 19 日、山の手町内会の
高齢者宅の除雪ボランティアを行いました。社会福祉協
議会の呼びかけで実施しているボランティア活動「愛ら
ぶ活動事業」によるもので同町内会の高齢者宅 5 世帯の
除雪をしました。ボランティアに参加した野球部員 12
人は、屋根から落ちた大量の雪の排雪や、狭くなった通
路を広げる作業に汗を流しました。参加した同部キャプ
テンの木戸幸多郎さん（2 年）は「困っている人たちの
手助けができて良かったです」と話していました。

オオムラサキカップ第 23 回くりやまフットサルフェ
スティバルが１月 25 日、26 日に開催され、地元チー
ムくりやま F.C（レギュラーの部）が、見事、準優勝
しました。同大会は小学生のフットサル大会としては
道内屈指の規模で、レギュラーの部（6 年生）、新人の
部（5 年生）あわせて 88 チームが参加。町内外の会場
を使用し 430 試合が繰り広げられました。選手たちは
応援する父母などからの声援を背に、精一杯のプレー
をしていました。

一年の安全と飛躍を祈願
剣道少年団の鏡開き

栗山剣道少年団と栗山町剣道連盟の合同による新年
鏡開きが 1 月 19 日、栗山小学校体育館で開かれ団員ら
約 30 人が参加しました。同連盟の松本達也さんが「今
年一年を良い年にしましょう」と参加者に呼びかけ「エ
イッ」という声とともに真剣を振りぬき、鏡餅に刀を入
れました。参加者は今年の初練習で汗を流したあと、父
母らにより調理された鏡餅入りの雑煮を食べて一年の安
全と飛躍を祈願しました。

くりやま F.C が見事準優勝！
くりやまフットサルフェスティバル

菅沼孝三ドラムコンサート
入場者130人が“音”の演出に魅了
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町税納期限

22 月月 2828 日日
金

● 23 日㈰は 8：30 ～ 12：00 に納税相談！
　他の方との重複を避けるためにまずはお電話を。
●役場では、土・日曜日、祝日は出納業務をしていま

せん。コンビニ納付をご利用ください。
●滞納分もコンビニ納付が可能です。ご連絡ください。 納税は便利な口座振替をご利用ください

課税の内容について　町税務課課税グループ  ☎ 73-7505

く
ら
し

申
告
・
納
税
相
談
（
個
人
事
業
）

平
成
25
年
分
の
決
算
お
よ
び
申
告
書

（
消
費
税
含
む
）
の
計
算
や
記
載
方
法

に
つ
い
て
個
別
に
応
じ
ま
す
。

◆
期

間

２
月
3
日
㈪
～
3
月
31
日
㈪
（
土
・
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）

◆
時

間

　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

※
３
月
17
日
㈪
、
3
月
31
日
㈪
は
正
午
ま
で

◆
場

所

　

栗
山
商
工
会
議
所

◆
納
付
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

３
月
17
日
㈪

・
消

費

税　
　

3
月
31
日
㈪

◆
振
替
納
付

・
申
告
所
得
税　
　

４
月
22
日
㈫

・
消

費

税　
　

４
月
24
日
㈭

◆
延
納
期
限

・
申
告
所
得
税　
　

6
月
2
日
㈪

※
振
替
納
税
利
用
者
も
同
日

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
商
工
会
議
所　

☎
�
１
２
７
８

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る
説
明
会

電
波
の
性
質
や
人
体
へ
の
影
響
な
ど
に

つ
い
て
無
料
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日

時

２
月
25
日
㈫　

午
後
1
時
15
分
～
4
時
50
分

◆
場

所

　

札
幌
第
１
合
同
庁
舎
２
階
講
堂
（
札
幌

市
北
区
北
８
条
2
丁
目
）

◆
申
し
込
み

　

2
月
21
日
㈮
ま
で
に
フ
ァ
ッ
ク
ス
か

メ
ー
ル
で
申
し
込
み（
定
員
1
0
0
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

北
海
道
総
合
通
信
局
電
波
利
用
環
境
課

☎
0
1
1
（
7
0
9
）
2
3
1
1

FAX 

0
1
1
（
7
0
9
）
2
4
8
6

E-m
ail  denjikankyo-hokkaido@soumu.go.jp

臨
時
職
員
の
募
集

小
学
校
で
の
生
活
や
学
習
上
の
困
難

を
抱
え
る
児
童
の
支
援
を
行
う
臨
時
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

◆
職
　
　
種
　
特
別
支
援
教
育
支
援
員

◆
募
集
人
数
　

1
人

◆
採
用
期
間

　

4
月
1
日
㈫
～
平
成
27
年
3
月
31
日
㈫

◆
資
格
要
件

　

教
育
職
員
免
許
（
幼
・
小
・
中
・
高
・
特
・

養
護
・
栄
養
の
い
ず
れ
か
）
を
保
有

◆
賃
　
　
金
　
時
給
1
0
0
0
円

◆
提
出
書
類　

履
歴
書
、
免
許
状
の
写
し

◆
提
出
期
限　

3
月
10
日
㈪

◆
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
�
１
１
１
7

無
料
法
律
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
律
で
お
悩

み
の
方
を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
・
場
所

2
月
21
日
㈮　

午
後
１
時
～
４
時

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
30

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　
　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
6
人
）

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

心
の
健
康
相
談

◆
日
時
・
場
所

2
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

岩
見
沢
保
健
所（
空
知
総
合
振
興
局
内
）

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

2
月
19
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

国民健康保険税⑧期  ※コンビニ可

後期高齢者医療保険料  ⑧期
介護保険料  　 ⑧期

納税に関するご相談　町税金対策室   ☎ 73-7506

相
談

     ■ 次号「広報くりやま 3 月号」の原稿締切は 2月14日㈮まで ■ 提出先：町総務課広報・情報グループ　☎ 73-7501

第 11回くりやま

▲▲

ジャンボ滑り台 ジャンボ滑り台     

▲▲

飲食コーナー飲食コーナー（11：30 ～）（11：30 ～）▲▲

宝さがしゲーム宝さがしゲーム      

▲▲

クリレンジャーショークリレンジャーショー▲▲

もちつき大会もちつき大会　     　     

▲▲

ジャンボカルタ大会ジャンボカルタ大会　ほか　ほか

 場所：駅前通り商店街イベント広場 場所：駅前通り商店街イベント広場

ウインターフェスティバルウインターフェスティバル
ちびっこ広場ちびっこ広場

2211土土
11：0011：00 ～～ 14：0014：00

【【問い合わせ問い合わせ】実行委員会（商工会議所内：川合）　☎ 72-1278】実行委員会（商工会議所内：川合）　☎ 72-1278

募
集
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く
ら
し

催
　
し

講
　
習

試
　
験

募
　
集

相
　
談

ご
厚
意

お
め
で
た
お
く
や
み

ご
厚
意

みんなの

水 道水 道

【問い合わせ】
町建設水道課上下水道グループ　☎ 73-7514

　
町
　
　
へ

【
金
一
封
】

◆
教
育
寄
附
金
（
里
山
計
画
20
年
計
画
事

業
と
し
て
）
遠
藤
桃
子
さ
ん
（
中
央
３
）

　　
泉
徳
苑
へ

【
物　

品
】

◇
コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン
ヘ
ル
ス
ケ
ア
く
す

り
の
え
び
な
（
中
央
2
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
花

薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
（
中
央
３
）

◇
ク
ピ
ド
・
フ
ェ
ア
（
岩
見
沢
市
）

◇
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
（
札
幌
市
）

【
慰　

問
】

◇
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
栗
山

英
樹
監
督

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）

◇
山
下
テ
ル
子
さ
ん
（
御
園
）

◇
三
浦
英
昭
さ
ん
（
朝
日
4
）

◇
太
田
欣
仁
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南
青
年
部
（
中
央
３
）

　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

【
金
一
封
】

◇
村
岡
栄
子
さ
ん(

継
立)

◇
栗
山
地
区
連
合
会
（
長
谷
宣
子
会
長
）

京都大学保健管理センターの研究によると、
うがいをした場合としない場合を比べると風
邪の発症率は 40％も減少するという結果と
なっています。水道水でうがいをしても効果
があると結果がでています。水道水に含ま
れる塩素が効果を発揮したと考えられていま
す。うがい・手洗いをして風邪や食中毒を予
防しましょう。

水道水でうがいをしよう！

国 民 年 金
退職（失業）による特例免除制度

【問い合わせ】
町住民福祉課住民・国保グループ☎ 73-7509

　厚生年金に加入していた方が退職され
ると、役場で国民年金の加入手続きを行
い、月額 15,040 円の保険料を納めること
になります。ただし、申請者本人・配偶者・
世帯主の方がそれぞれ所得基準の範囲内
であれば申請によって保険料の納付を免
除される制度や、審査対象となる退職を
された方の所得を除外して審査を行う特
例免除制度があります。特例免除の申請
をされる場合は、雇用保険受給資格者証
や雇用保険被保険者離職票などの公的機
関の証明書の写しを添付して、手続きを
行ってください。

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

土
田
繁
春 

81 

12/16 

本

人

梅
村
　

祝 

89 

12/17 

本

人

増
井
ミ
ツ
イ 

93 

12/17 

本

人

大
野
美
知
子 

62 

12/19 

義

昭

瀨
野
町
子 

76 

12/21 

本

人

川
村
　

明 

80 

12/22 

本

人

猪
股
春
雄 

75 

12/26 

本

人

西
岡
春
子 

88 

12/30 

本

人

坂
田
美
智
子 

69 

1/4 

本

人

舘
田
孝
子 

80 

1/6 

弘

道

藤
井
キ
ク
ヱ 

92 

1/8 

本

人

清
水
き
み
よ 

93 

1/13 

本

人

お
く
や
み中

里

朝
日
３

湯

地

朝
日
３

松
風
４

中
央
４

継

立

阿
野
呂

朝
日
３

朝
日
４

中
央
４

継

立

【
12
月
16
日
～
1
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

田
中
優ゆ

う
な奈 

12/8

中
山
璃り

の乃 

12/24

石
川
駿し
ゅ
ん
す
け介 

12/24

鵜
川
青そ

ら空 

12/25

池
田
周し
ゅ
り鞠 

12/26

金
子
　

葵
あ
お
い 

1/5

誠

司

智
奈
津

敦
千

佳

智

幸

香

澄

健

太

絵

理

昌

史

智

栄

総
一
郎

英

里

お
め
で
た湯

地

桜
丘
１

円

山

継

立

角

田

中
央
３

平成 25 年度  ふるさと応援寄附平成 25 年度  ふるさと応援寄附

19,974,26319,974,263 円円
4/1 ～ 1/15 までの総数

3,554 件
【問い合わせ】町経営企画課　☎ 73-7503

ご厚意ありがとうございます。ご厚意ありがとうございます。

　
く
り
の
さ
と
へ

【
物　

品
】

◇
ク
オ
ス
（
松
風
２
）

◇
花
の
な
か
い
（
松
風
４
）

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風
3
）

◇
あ
ら
い
歯
科
（
中
央
３
）

February
2

ま ち の i n
f o m a t i o

n
月

19 広報くりやま   2014. 2
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北
海
道
な
ら
で
は
の
歴
史
に
触
れ
、
栗

山
町
の
食
文
化
を
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

　

国
で
指
定
し
て
い
る
有
形
文
化
財「
小

林
酒
造
酒
蔵
群
」を
始
め
、
旧
雨
煙
別
小

学
校
な
ど
歴
史
的
建
造
物
を
栗
山
町
出
身

の
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
藤
島
喬た

か
しさ

ん
が
、
歴

史
的
背
景
や
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て

講
演
し
ま
す
。
栗
山
町
で
地
場
の
農
産
物

を
使
っ
て
食
文
化
作
り
を
し
て
い
る
小
林

酒
造
㈱
や
北
海
道
三
富
屋
㈱
、味
道
広
路
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
皆

さ
ん
が
、
新
旧
さ
ま
ざ
ま
な
栗
山
町
の
食

文
化
を
お
伝
え
し
ま
す
。

【
日

時
】

　

２
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰

　

集
合　

22
日
㈯　

午
前
10
時
45
分

　

解
散　

23
日
㈰　

午
前
11
時

【
場

所
】

　

雨
煙
別
小
学
校 

コ
カ
・
コ
ー
ラ
環
境
ハ
ウ
ス

【
定

員
】

　

40
人
（
最
少
催
行
人
数
20
人
）

【
参
加
費
】

　

１
２
０
０
０
円
（
１
泊
３
食
付
）

【
申
込
期
限
】　

２
月
14
日
㈮

ミシュラン 1 つ星「ミシュラン 1 つ星「味味
あ じ ど こ ろあ じ ど こ ろ

道広路道広路」の」の
                         里山のお昼ごはん                         里山のお昼ごはん

栗山の冬野菜料理と栗山の冬野菜料理と
                  幻の美酒鍋                  幻の美酒鍋

道産米のこだわりの新酒道産米のこだわりの新酒

農家のお母さんと農家のお母さんと
      漬け物作りに挑戦      漬け物作りに挑戦

2 月 23 日㈰ 2 月 22 日㈯
7
：
30

8
：
30

11
：
00

10
：
45

11
：
00

12
：
15

14
：
00

17
：
00

18
：
00

20
：
00

朝
食

栗
山
産
野
菜
を
使
っ
て
、
農
家
の

お
母
さ
ん
に
教
わ
る
漬
け
物
作
り

体
験

解
散

 

集
合
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 

雨
煙
別
小
学
校
見
学
・
講
演
会

 

昼
食　

里
山
の
お
昼
御
飯

 

小
林
酒
造
酒
蔵
見
学

 

フ
リ
ー
タ
イ
ム

 

夕
食　

幻
の
美
酒
鍋
、
特
別
酒
の 

 

試
飲
、
冬
野
菜
料
理

 

夜
会

 

幻
の
漬
け
物
を
食
べ
な
が
ら
語
ら
い

幻の漬け物幻の漬け物

歴史歴史をを学び学びながら、ながら、美味しい料理美味しい料理をを食べる食べる !!!!
  

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

参
加
者
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
性
別
、

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雨
煙
別
学
校

　

☎
�
１
６
９
６（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

　

Ｅ
メ
ー
ル
：  info@

uenbetsu.jp

　

※
火
曜
日
休
館

＝＝  ス ケ ジ ュ ー ルス ケ ジ ュ ー ル  ＝＝

■図書館休館します
　 蔵書点検のため休館します。
　 角田・継立分室は通常通り開館します。
 　期　間　2 月 17 日㈪～ 25 日㈫

■ブックリサイクル市
 　日　時　3 月 8 日㈯　10：00 ～ 13：00
 　内　容　小説、辞典、絵本、ビデオなど
 　冊　数　一人 20 点まで（ビデオは 1 点）
　　　　※本を入れる袋をお持ちください。

■求人情報コーナーをご利用ください
ハローワーク求人情報冊子
①夕張版（栗山・由仁・長沼）
②岩見沢版
③千歳・恵庭版
④苫小牧・安平版
⑤札幌近郊版

職種・働き方・条件で選ぶシゴト情報誌職種・働き方・条件で選ぶシゴト情報誌
『an weekly 北海道版』『an weekly 北海道版』
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ヤム・ニ・ウシ美術展

栗山町内在住の児童文学者で詩人の友田多喜雄さんのコ

レクションを展示するヤム・ニ・ウシ美術展「中国の民間

十二支版画と剪紙馬」が町図書館で開催されました。古代中国

で生まれた十二支の動物たちを中国の民衆が描いた版画12点

と、午年にちなんだ馬の剪紙（切り絵）11点が展示。現代美術界

をリードする趙無極（ザオ ウーキー）、李禹煥（リー ウーハン）、

郭仁植（カク インシュク）の作品3点も特別展示されました。

（1月7日～19日）

厳しい冬を楽しもう＊冬の里山塾

子ども冬の里山塾（NPO法人雨煙別学校主催）がハサンベ

ツ里山などで開催されました。子どもたちに北海道の冬

ならではの自然からの恩恵や、冬の楽しさを知ってもらおうと

今年で3回目。4年生から6年生までの児童10人が、越冬野菜の

収穫体験やスノーシューで散策するなど冬の里山を満喫しまし

た。札幌市豊平区から参加した佐藤まりのさん（小学6年生）は

「初めてスノーシューを履いたけど雪の上を上手に歩けておもし

ろかった」と話していました。                          （1月13日～15日）

新年を書で表現＊今年の漢字

新年の目標や抱負を漢字一文字の書で表現する工房体験

事業「2014今年の漢字」があさひ工房で開催されまし

た。講師に書家の奥田秋
しゅうこ

湖さんを迎え、小学生2人を含む10人

が参加。文字を崩したり、絵の具やパステルで色を付けたりしな

がら思い思いに表現していました。「習」の文字を書いた飯田栄

子さん（81歳）は「新しいことに挑戦し教わることの習うを一文

字にしました。とても面白いです」と話していました。

（1月18日）

白熱した木札の取り合い＊全町かるた大会

栗山町青少年育成会主催の全町子どもかるた大会が、南部

公民館で行われました。小学生9チーム、中学生チーム6

チームが参加。木札を取り合う気合の入った声が響くなど、1枚

を争う白熱した試合が行われました。小・中学生の部それぞれ

上位2チームが、2月1日に全空知大会（芦別市）に出場します。

◆成績 【小学生】優勝:栗山Ａ　  準優勝:角田花組  ３位:角田雪組

　　     【中学生】優勝:角田星組  準優勝:栗山Ａ　  ３位:角田宙組

（1月19日）
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栗
山
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

は
昭
和
56
年
に
発
足
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は

多
彩
な
技
術
で
シ
ャ
ト
ル
を
ラ
イ
ン
ぎ
り

ぎ
り
に
落
と
す
な
ど
、
繊
細
な
ラ
ケ
ッ
ト

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
そ
し
て
体
力
が
必
要
な

ス
ポ
ー
ツ
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
山
本
陽は

る
な菜

さ

ん（
栗
山
小
６
年
）と
保
護
者
、
指
導
者
か

ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

イ
メ
ー
ジ
通
り
に
対
戦
相
手
を
揺
さ
ぶ

り
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
で
シ
ャ
ト
ル
を
相
手

コ
ー
ト
に
落
と
し
た
と
き
が
と
て
も
楽
し

い
で
す
。
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は
姉
が
楽
し

そ
う
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

南
空
知
大
会
で
準
決
勝
ま
で
し
か
進
ん

だ
こ
と
が
な
い
た
め
、
決
勝
の
舞
台
に
上

が
れ
る
よ
う
仲
間
と
一
緒
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

　

体
力
、
そ
し
て
集
中
力
が
つ
い
た
こ
と

連　載 　仲間と一緒に”からだ”と”こころ”を育てる場　  ＝スポーツ少年団訪問＝

栗山バドミントンスポーツ少年団栗山バドミントンスポーツ少年団
[設 立]　昭和５６年　　　　　　[練 習 会 場]　スポーツセンター、栗山小学校体育館  
[団 員 数]　　　２３人　　　　　　[会 費]　1,000 円 / 月
[指 導 者 数]　　　　６人　　　　　　[用 具 費]　ラケット 約 10,000 円、室内靴 約 4,000 円
[対 象 学 年]　小学２年～６年生
[活 動 日]　火曜日（16：00 ～ 18：00）、木曜日（2～ 4年 16：00 ～ 18：00、5.6 年 18：30 ～ 20：30）

連絡先
　指導者　上田幸江
　☎ 72-1128

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
目
標
と
し
て
い
る
こ
と
は

が
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。活
動
は
、

日
々
の
練
習
の
他
に
各
種
大
会
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
送
迎
は
、
保
護
者
で
協
力
し

な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

上
田
先
生
を
は
じ
め
指
導
者
の
皆
さ
ん

は
、
熱
心
に
子
ど
も
を
指
導
し
て
く
れ
ま

す
。技
術
的
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

あ
い
さ
つ
や
礼
儀
な
ど
に
つ
い
て
も
、
ご

指
導
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
「
挑
戦
す
る
気
持
ち
を
大
事
に
」「
欠
点

を
無
く
す
よ
り
、
長
所
を
伸
ば
す
」を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
仲
間
と
一
緒
に
練
習

す
る
な
か
で
、
技
術
の
向
上
ば
か
り
で
は

な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
と
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
諦
め
な
い
気
持
ち
と

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
培
っ
て
ほ
し
い

で
す
。
選
手
の
み
ん
な
に
は
、
少
年
団
が

自
分
の
大
切
な
思
い
出
の
場
所
に
な
っ
て

く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

＝
選
手
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
楽
し
い
と
思
う
と
き
は

＝
指
導
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
ど
ん
な
指
導
を
し
て
い
ま
す
か

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
入
団
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は

＝
保
護
者
に
聞
き
ま
し
た
＝

　
指
導
者
は
ど
ん
な
方
で
す
か



23 広報くりやま   2014. 2

　

学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
企
画
・
運
営
に
携
わ

る「
高
齢
者
大
学
い
き
い
き
す
く
ー
る

協
力
委
員
」を
募
集
し
ま
す
。
講
演
会

や
バ
ス
研
修
な
ど
、
ご
自
身
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
対

象

　

60
歳
以
上
の
町
民
で
平
成
26
年
度
高
齢

者
大
学
受
講
予
定
者

◆
募
集
人
数　

20
人
程
度

◆
募
集
期
限　

２
月
21
日
㈮　

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

◆
日

時

　

2
月
8
日
㈯
・
９
日
㈰
・
11
日
㈷

　

８
、９
日　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

11
日　
　

  

午
後
１
時
～
４
時

◆
場

所

　

く
り
や
ま
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｕ

◆
講

師　

　

家
具
工
房
森
巣　

宮
本
秀
仁
氏

◆
内

容　

ナ
ラ
材
を
使
っ
て
、
本
格
的
な
木
製

の
机
を
作
り
ま
す

◆
参
加
料　

３
５
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

作
業
し
や
す
い
服
、軍
手
、

弁
当
（
８
、９
日
）、
か
な
づ
ち

◆
問
い
合
わ
せ

　

家
具
工
房
森
巣　

☎
�
６
４
６
６

◆
日

時

　

２
月
22
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場

所

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象

　

20
歳
～
64
歳
ま
で
の
町
民

◆
内

容

　

握
力
測
定
な
ど
６
種
目
の
体
力
測
定

◆
申
込
期
限　

２
月
20
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

◆
日

時

　

3
月
11
日
㈫
・
18
日
㈫
・
25
日
㈫

　

午
前
11
時
～
午
後
0
時
30
分

◆
場

所　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

◆
対

象　

20
歳
～
70
歳
の
方

◆
講

師　

　

札
幌
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
愛
好
会

　

代
表　

渋
谷
和
子
氏

◆
参
加
料　

１
５
０
０
円（
入
館
料
含
む
）

◆
定

員　

10
人

◆
申
込
期
限　

3
月
6
日
㈭

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

☎
�
６
１
６
１

「
版
画
に
見
る
ふ
る
さ
と
の
昔
の
く
ら
し
」

◆
月
日
・
場
所　

・
２
月
11
日
㈫
～
16
日
㈰

　

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
「
Ｅ
ｋ
ｉ
」

・
２
月
18
日
㈫
～
23
日
㈰

　

南
部
公
民
館

・
２
月
26
日
㈬
～
３
月
４
日
㈫

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◆
時

間

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

※
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

※
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
月
曜
日

　

休
館
日
で
す
。

◆
内

容

　

昭
和
20
～
30
年
代
の
人
々
の
暮
ら
し
を

描
い
た
版
画
作
品
の
展
示

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

　

継
立
中
学
校
が
、
今
年
３
月
末
日
で

閉
校
す
る
の
に
伴
っ
て
、
学
校
開
放

事
業
に
よ
る
夜
間
休
日
の
利
用
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　

☎
�
１
１
１
７

牛
田
克
彦
作
品
巡
回
展

牛
田
克
彦
作
品
巡
回
展

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ヨ
ー
ガ
教
室

高
齢
者
大
学
協
力
委
員
募
集

高
齢
者
大
学
協
力
委
員
募
集

手
作
り
木
工
教
室

手
作
り
木
工
教
室

サンタクロースはいるよ !!
栗山町青年団協議会主催事業

学
校
開
放
事
業
一
部
変
更

学
校
開
放
事
業
一
部
変
更

　ジングルベルが鳴り響く夜、町内に 2 人のサンタクロースがやっ

てきました。栗山町青年団体協議会（小川将吾会長）が子どもに夢

をあたえようと毎年行っている「出前サンタ」事業。衣装を身に

まとったサンタクロースは、家庭から預かったプレゼントを子ど

もたちに手渡しました。サンタ役の原田恭兵さんは「子どもたち

が『やったぁ！サンタさんに会えた！』と声をあげて喜んでくれ

とても嬉しかったです。来年もこの事業を続けていきたい」と話

していました。　　　　　　　　　　　　　　　　　（12 月 24 日）

新
体
力
テ
ス
ト

新
体
力
テ
ス
ト
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▼ 

快
挙
。
１
月
に
行
わ
れ
た
第
１
回
全

日
本
ユ
ー
ス
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
北
海
道

予
選
で
、
サ
ン
ク
Ｆ
Ｃ
く
り
や
ま
が
優

勝
し
８
月
に
東
京
都
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
全

国
で
も
頑
張
れ
栗
っ
子
!　
　

 （
丸
山
）

▼
こ
の
何
年
か
続
い
た
大
雪
で
大
変
な

思
い
（
重
い
）
を
さ
れ
て
た
方
も
多
く

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
今

シ
ー
ズ
ン
は
多
少
楽
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
お
隣
の
岩
見
沢
に
行
っ
て
み
る

と
道
路
わ
き
に
積
ま
れ
た
雪
は
す
さ
ま

じ
い
量
で
す
。
昨
年
、
道
東
で
は
吹
雪

が
原
因
の
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し

た
。
先
月
、
取
材
で
お
世
話
に
な
っ
た

札
幌
管
区
気
象
台
の
予
報
官
に
よ
る
と

3
月
こ
ろ
の
吹
雪
が
一
番
恐
ろ
し
い
そ

う
で
す
。
北
海
道
に
住
ん
で
い
る
私
た

ち
に
と
っ
て
避
け
て
は
通
れ
な
い
吹
雪
。

し
っ
か
り
用
心
し
ま
し
ょ
う
。　

 （
渡
辺
）

▼
最
近
、
か
わ
い
い
愛
犬
の
写
真
を
撮

り
た
く
て
高
性
能
の
カ
メ
ラ
が
欲
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
価
格
が

非
常
に
高
額
で
悩
み
ど
こ
ろ
。
妻
に
相

談
し
た
と
こ
ろ
簡
単
に
「
買
え
ば
？
」

と
の
答
え
が
・・・・「
勝
手
に
す
れ
ば
？
」

と
い
う
こ
と
か
？
「
子
ど
も
が
受
験
な

の
に
何
言
っ
て
ん
の
？
」
と
い
う
こ
と

か
？
深
読
み
し
す
ぎ
て
恐
ろ
し
く
な
り
、

そ
の
後
カ
メ
ラ
の
話
は
一
切
し
て
い
ま

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
沢
）

ひ
と
り
ご
と

ひ
と
り
ご
と

編
集
担
当
者
の

編
集
担
当
者
の

平成26年1月1日現在（　）内は前月比　
人口　12,926  人  （－30 ）

世帯数 6,037世帯（－ 17 ）男 6,018  人  （－ 11）
女 6,908  人  （－ 19）　262ｃｍ

人のうごき降った雪の量
（昨年は361ｃｍ）
※1月15日までの降雪量

大人としての実感はまだありませんが、自分の
行動に責任が取れる大人になりたいです。これ
まで私を育ててくれた両親にとても感謝してい
ます。少しずつ親孝行していきたいです。

成人式実行委員会委員長

　笹  嶋  基  樹 さん
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